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２０２２年を迎えて 

新年明けましておめでとうございます。２０２１年はコロナに明

けてコロナで暮れました。感染が下火になりホッとしたのもつかの

間、新たなオミクロン株の脅威が迫ってきています。  

飲食、旅行、集会、祭り、軒並みできなくなりました。仕事帰り

の一杯など、ささやかな楽しみまで奪われ、ストレスも大いに溜ま

りました。ひたすら「耐え忍ぶ」そんな１年でもありました。  

観光・旅館業や飲食業などコロナの影響は計り知れません。「酒を

出してはならぬ」とのお達しは、飲食店や居酒屋には致命的でした。

廃業に追い込まれたお店もあります。  

８月には感染者数がピークに達し、入院できない人が続出し、自

宅待機中に亡くなった人もいます。私達は「医療崩壊」の現実を初

めて目の当たりにしました。精神的・肉体的に限界をこえ、泣きな

がら仕事をしている看護師の姿に衝撃をおぼえました。  

いままで当たり前にできたことができない、当たり前と思ってい

たことが、実に有り難いことであるとコロナ禍が気付かせてくれま

した。このことはコロナが収束しても忘れてはなりません。  

パズル（社会の仕組み）が、この超大型台風（コロナ）により、

バラバラにされてしまいました。嵐が過ぎるのをじっと待っている

人、すでに型を変え新な変化に備えている人など様々です。  
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コロナが収束しても以前と同じ世に戻るとは限りません。新たな

パズルが組み上がったら、どんな絵が出てくるでしょうか、新しい

仕組みや変化に対応できる心の準備が必要です。  

毎月発行している「野口レポート」ですが、昨年は３００号を発

行することができました。２５年間よく続けてこられたと思います。 

相続は「法律、財産、人心」が、三つ巴に絡んでくる難しい分野

です。物の本を見ても法律や税金ばかりで、相続で一番大切な「心

の部分」を書いた本はありません。なら、自分が書いたらどうなる

か、そんな発想からのスタートでした。  

頑張って続けてきましたが、一度だけ挫折しそうになったことが

あります。それは父親が急逝した時です。集中力が出てこないので

す。気力を振り絞りやっとの思いで書きつなぎました。あそこでや

めてしまったらこのレポートはなかったと思います。  

感性の新鮮さを保つため、あえて書き溜めはしません、月１回の

真剣勝負です。相続を生業とする人、目指す人、相続人となった人、

生き方に悩んでいる人、レポートを読んで助けられたとのお手紙を

頂戴することもあります。古いレポートを読み返し、新たな気付き

があったとお葉書もいただきます。レポートを通し知識以外に人と

して最も大切なものを感じとってくださればと思います。  

「１０年偉大なり、２０年畏（おそ）るべし、３０年歴史になる」

継続は一歩一歩の積み重ねに他ありません。あと５年、歴史になる

までは書き続けたいと思っています。  


